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要 旨
工芸品の制作活動で は制作が実際に行なわれる作業環境 へ の関心が低 い ｡ しか し, 制作者の周り
に存在す る作業環境 は制作活動に と っ て重要な役割を担 っ て い る ｡ 制作のための道具, 指導者や仲
間, 素材, 豊富な教材. 安全などは作業環境と いう場に配置された知識と考えることができ る ｡ 本
稿で は木材工芸実技指導とい う具体的な場を取り上げ, ｢ 周辺に配置され た知識や情報 , 他人の 協
力｣ が工芸品制作活動と指導に と っ て 強力な支援として役立 つ ことを示す｡
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1 は じめに
製造工場での 作業環境は高品質な製品を作
り出すた めに , I E(イ ン ダス トリ ア ル ･ エ
ン ジ ニ ア リ ン グ) や Q C(品質管理) の 考え
方を取り入れて , 労働者が効率よく作業でき,
また働きや すい ように , さらに は作業者の安
全性に細心の 注意が払われて い る ｡ 生産性を
向上させ なければな らい と いう大義名分 に支




場と は状況が異な っ てお り単純な比較は難 し
い が , 工芸品制作に おける その作業環境 へ の
一 般的関心 は, 長い歴史があるに もかかわ ら
ず, 想像するよりも遥か に 薄い の が現状で あ
る ｡ 工芸品制作の分野で , 工芸品制作者 (以
下で は制作者と呼ぶ) 自身が作業す る作業環
境に これま で はとん ど注意と関心 を向けて こ
なか っ たの は, 多くの人が使い やすい 作業場
とか工房をっ くる とい うこ と は, ま っ たく個
人的で私的な活動 , 関心事にすぎない (も っ
と い えば墳末で汚い労働) と, 長い 間思い 込
ん で きたか らで ある ｡ こ の ような考えが支配
的に な っ て きたの に はいく つ か の理由が上 げ
られるで あろう｡
その 一 つ に は, 人 はどこか に芸術的な制作
活動や工芸品の 制作活動とは, 作家が彼の 頭
(心) の中でイ メ ー ジした もの を形とし て 外
に造り出す ことが ｢ すべ て｣ で あるとい う思
い に強く縛り付けられて きたからで はない か,
と考え られ る ｡ 作品 はその 人間の 心の 内面に
形成され, 獲得された知性, 感性, 情感から
｢生み出さ れる もの｣ で あり , そ して そ れが
す べ て で もあるかの ように 思い込ん で しま っ
て い る ｡ こ の 考えを膨らませ て い くと,_制作
の本質は個人の内面を徹底的に重視する こ と
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と結び付き, 実際に 制作活動が行なわれる作
業場, 作業環境に は大した関心が払われなく
な っ て しまう｡ い や , む しろある意味で初め
からま っ たくとい っ て い い ほ ど作業環境に無
関心で い られ る｡
よくみ るとこの ような事情は, こと工芸品
制作と いう領域にだ け限られた ことで はない ｡
様々 な領域で ごく普通 に みられ, はとん ど意
識さえされなくな っ て しま っ て い る ことも多
い ｡ 教育や制作指導の 面で は この 傾向はとく
に顕著である ｡ 知識の 獲得は個人内 (その 中
で もとくに頭の 中) だけで孤独に なされる プ
ロ セ ス として捉え られると, 勢い , 教育と指
導の体制はそれを補強する もの に な っ て しま
う｡ 制作とい う場に 限らず, 一 般 に教室で行
なわれる ことの 多くの ことが これとはぼ同じ
ような考え方に 基 づ い て い る ｡
筆者らは この ような在り方に 対して疑問を
抱き, 作業場 ( 作業が なされ る環境) か ら工
芸品制作を見 つ め直して み ようと考え た ｡ そ
うする と, 制作知や技能の 獲得は, 単に , 一
人 の 人間が その 場, そ の環境か ら切り離され
た個人の ｢頑の 中｣ で, さ らに は, 頭 で だけ
コ ン ト ロ ー ル で きる ｢か らだ の動き｣ として
蓄積されて いく過程と して の み語 る こと は決
して で きない の で はな いか と い う確信を得 る
に 至 っ た ｡
制作者の 日常的な制作活動 は 一 般的に思わ
れ て い る ような思索に悩み に悩ん だ末, 孤独
な個人活動として行なわれな ければな らな い
というよりは, 自分より豊富な知識 ･ 技能を
持っ 他者に援助して もらい ながら, ま た文化
に よ っ て長 い間に 培われて きた道具 ･ 機械 ･
使いやすい 作業場に支えられなが ら行なわれ
て い るとい う重要な側面を持 っ て い る こ とに
気づく ｡ すなわち, 人は作業をする環境とい
う形で そ こ に埋め込まれ蓄積されて い る知識
を助けに , あるい はその 知識に誘導され なが
ら制作活動を行 っ て い ける の で ある ｡
本稿で は制作知や技能の獲得に と っ て , 刺
作者の 周りに 存在する作業環境, すなわち,
道具, 指導者や仲間, 素材, 豊富な教材, 安
全などが果たす重要な役割に つ い て論じる ｡
この とき道具, 指導者や仲間, 素材, 豊富な
教材, 安全などが, 環境とか状況に深く結び
付い た (依存した) 知識で ある い う考え方を
と っ た ( 第2章)｡ 第3 ｡ 4章で 木材工芸実
技指導の立場から, 制作者を取り巻く環境や
状況がそ の 人の制作活動をい か に助ける こと
がで きるかを豊富な具体的実例で も っ て示す｡
ま た, こ うした ことが制作知や技能を教授す
る方法 と強く結び付い て い る こ とを示 して い
く ｡ こう した観点から, 学習者に対して指導
者が執る べ き態度や接し方, 用意す べ き作業
環境に つ い て の考え方を提示する ｡
2 状況に依存した活動
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. 1 状況 との相互作用
人が何かを造 っ て い る とい う行動を外か ら
観察す ると, その 人は外界か ら完全に 切り離
された頭(心)の中で創り上げたイ メ ー ジを 一
気に 形に 仕上 げて い るかの ように見え る こ と
がある ｡ しか し, われ われの 日頃の活動を少
し振り返 っ て みれば, われわれは外界からま っ
たく切り離され た世界で 思念 したもの を行動
に結び付けて活動して い ると は考えに くい ｡
われわれは外界と密接に イ ン タ ラ ク シ ョ ン を
行い , 外界の 情報に 依存しなが ら, 状況に 依
存した活動をはとん ど無意識に行な っ てい る｡





ギ ブ ソ ン の表現を借りれば, ｢ なに か 行
動を起こすとい うとき, それをどの よ うに 知
るか｣ とい う問題を立て たとき, 知識な るも
の を ｢頭の 中｣ に だ け想定す る必要 はなく,
行動を誘発 してく れる知識ある い は情報は
｢環境や状況｣ 自体の な か に 存在す ると い う
考え方に な る｡ ギ ブソ ン は この ような人間の
活動 を誘発 してくれ る性質を ｢ア フ ォ ー ダ ン
ス｣ と呼ん だ ｡ 人間は活動の 流れの 中で外界
か ら様々 なア フ ォ ー ダ ン ス を直接引き出す こ
道具として の 作業環境
とが で きる ｡(
1) (2)
活動が状況に 依存するとは, 頭の中で立 て
た計画をそのまま紋きり型 に実行する ことで
はなく, 状況がお膳立して くれて い る レ ー ル
にうまくの っ かか りながらも, 刻々変 っ て い
く状況, 外界, 対象に注目しなが ら軌道修正
を行 っ て, その 場に 適切な活動をその都度生
成して い く過程を意味して い る ｡ 状況が お膳
立 して くれて い る レ ー ル に うまくの っ か る こ
とは, 熟達 した人にと っ て も, あるい はまた
素人 に と っ て も, 行動す るの に い っ も詳細な
計画 を立 て なくて もすむとい う意味で意識的
な負担が軽減され る の に役立 っ て い る ｡ その
分, 状況や環境の側が その 負担を分担して く
れる ことになる｡
で は, こ の状況や環境を構成するもの に は
どの ような ｢ もの｣ や ｢ひと｣ が考え られる
の であろうか ｡ 工芸品制作 の世界をみ ただけ
で も道具, 媒体, 素材に はじまり, 他の人々 ,
パ ー ト ナ ー , 専門家, 指導者な どが含まれる
で あろう｡ 実際の活動の 目的に応 じて , 道具
や人々 が選 ばれ, それらと活動主体と の関係
が形成される ｡ そ して , ど の ような道具, さ
らに は, 誰と関わるかに応 じて , 課題 の性質
その もの , あるい はそ の場に おける主体の 役
割が変化する ことに もなる ｡ 結局変化は, 状
況依存的で あり, また , 生成的 で ある ｡ も っ
とも, 人間と状況と の相互作用に おい て は,
そ こ に何が関わ っ て い るの か を具体的に同定
す る ことすらむずか しい場合が多い ｡
2. 2 道具とア フ ォ ー ダン ス
状況に依存した活動に つ い て 考えて いく こ
とは, 広い意味で の ｢ 道具｣ の 果たす役割を
見直す こ とに つ な が る｡ 単 に対象に加工 を加
え る ことが で きる ｢モ ノ｣ として の道具｢観｣
は, 道具をそれが置かれた作業環境と切り離
して み て しま っ て い る｡ 制作者, 道具 , 作業
場, 課題とい う全体と, 機能的な関係を考慮
に入れた見方が必要で ある｡ 例え ば, 家庭の
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主婦が毎日の 料理を作る台所を考えてみよう｡
この とき, 主婦の家事能力は長い 時間をか け
て しだ い に形成されて きた台所の 様々 な道具
配置と 一 体である ｡ キ ャ ベ ツ を切る包丁さ ば
きだけで家事能力を量る ことは できない ｡ こ
れまで に料ヨ璽をする過程で蓄積されてきた ,
料理 にかかわるすべ て の道具の 台所空間で の
配置が主婦の 料理行動能力を決定づけて いる ｡
主婦の料理能力や有能さ は, 個人の属性とい
うよりは, むしろ , 状況の 属性とい える もの
なの で あるく〕 人間の 活動とその 活動能力を論
じる際に , 人間が人間の活動の場 (状況) と
どう相互作用するか を抜きに は語れない し,
その ときの 道具の さりげな い支援を抜きに は
語れない ｡
D .A . ノ ー ー マ ン は道具を使い や すくする た
め に は, さまざま な制約 ( 物理的 ･ 意味的 ･
文化的 ･ 論理的) や自然な対応づけなど, 外
界 にある情報をうまく利用 した デ ザイ ンを行
う必要があると して い る(3)｡ 例え ば, 道具 の
デザイ ンが適切 であれば人間の 可能な行動の
範囲を限定する ことに よ っ て , 人間の行動を
ある方向に, ある範囲に導く こ とが できる ｡
自然な対応づ けがある場合に は, 道具の 意図
す る使い方JP, 道具の使い 易さが だれ に で も
理解されやすい ｡
ア フ ォ ー ダ ン ス に つ い て もノ ー マ ン は, わ
れわれを取り巻い て い るあらゆ る道具 は ｢し
た い｣ ことを自然 に ｢ させ る｣ ような形や機
舵 (ノ ー マ ン は これ を ｢外界に ある知識｣ と
呼ぶ) を持 っ て い る, とい う(4)｡ 例えば, 図
1 - 図3の 写真はある喫茶店の 玄関 ドア を外
側からと内側から撮 っ た もの である ｡ 外側の
ドア の ノ ブは握 っ て引く ことを( 図2), 内側
の 木材で できたプ レ - ト は ドア を葦で押す こ
とを(図3), それぞれ ｢ させ る (ア フ ォ ー ド
して い るとい え る)｣ の で ある ｡ こ れに よ っ
て , 内側からと外側か らがお互 い に押し合 っ
たり ､ 引き合 っ たりする ことがなくなる (解
消され る)｡ 一 方, 図 4 は大学に ある ドア の
124 小松 研治 ･ 小郷 直言
( 図1) 外側には木製の取っ手が､ 内側には真鎗板が取り付けられが 7｡
(図2) ドア の 外側 (図3) ドア の 内側
(図4) 高岡短期大学の ド ア
一 つ で ある｡ こ の ドア に は内側と外側に同 じ
デザイ ン の把 っ 手が っ い て い るが , 開くの は
片方向の み で ある ｡ 利用者は ドア を引い て い
い の か押してい い の か 一 瞬で は判断で きず,
しばしばやり直しをする はめに な っ て しまう
(こ の ドア にも最近や っ と取 っ 手に ｢押｣ と
｢引｣ の プ ラ ス チ ッ ク の ラ ベ ル が貼られた)｡
2. 3 周辺に配置された知識や情報
企業で は道具の設計､ 編成､ 適用 は ､ 管理
上 の問題とい うより枝術上の 問題で あると考
え られ てきた ｡ しか し, P. F . ド ラ ッ カ ー が
い うように, 『道具は客体として の ｢仕事｣
と主体として の ｢労働｣ との 間を ｢橋渡 しす
る｣ もの で ある』(5)｡ だ か らこそ , こ の ような
意味で の 道具を設計する こと は経営管理上 の
重要な課題に なる はず である｡ しか しなが ら,
これ は容易な こ と で はな い ｡ 工場で は道具の
多くは機械に なり , 機械はより自動化され た
機械や ロ ボ ッ トに 置き換え られ て , 直接的な
労働の手か らますます分離されるように な っ
て きて い る ｡
もしも, 労働が道具に よ っ て媒介されると
考え るな ら, その意味で の労働が本当に 存在
して い るの は, 道具が活か される工芸品の 制
作 に お い て であるとい え るか もしれない ｡ 以
下の議論で は道具の 設計が活か される工芸の
世界を取 り上 げる こ とに する ｡ ただ し, こ の
こ とは道具に 限らず工芸品制作過程で制作者
を様々 に支援する広い意味で の作業環境 (道
具環境とい っ て もよい) に も言え る ことで あ
る｡ こ こで いう環境とは ｢人間が自らの行動
を円滑 に誘導させ るため に , 周辺に 配置 した
知識 ･ 情報, そ れに 他人の 協力｣ で あ る ｡
｢周辺に 配置 された知識や情報｣ とは, 誰か
他の人が そ の環境を共有す る人の た めに 意図
的に配置 し, 用意した もの である ｡ その 人が
自身で用意する, ある い は用意で きるもの は
われわれの 周りを見渡せ ばわか る ように ごく
ごく限 られ て い る ｡ こ こ で 大切な こ と は,
道具として の 作業環境
｢周辺 に配置さ れた知識や情報, 他人の協力｣
を通 して , 他の誰かの ｢ あた たかい｣ 存在を
感じ, その 人達とおな じ思い と意識で仕事を
やりとげる幸福感に浸り, なに かの 糸に ｢気
持に よく｣ 突き動かされて い る自分 (ノ リの
状態) を確認する こ とであろう ｡
以下の 各章で は, 木材工芸実技指導の 作業
工程からまず問題 を掘り起こ し ( 第3章),
｢ 周辺に配置された知識や情報, 他人の協力｣
の具体的な例として道具, 指導者や仲間, 莱
材, 豊富な教材, 安全などに つ い て詳しく実
例を上げて みて いく こと に する (第4章)｡
3 作業の エ程
これま で は 一 般的な工芸品制作 に つ い て述
べ て きたが , こ こか ら先論じる工芸品制作は,






の 流れ (工程) をみ ると次の ように な る ｡
(丑発想 -(含模型 (1 /5縮尺)
- ③原寸大 エ ス キ ー ス - ④原寸大模型
- ⑤原寸大製図 - ⑥木材購入
-(令木材運搬 ･ 木取り - ⑧基本材制作
- ⑨部材加工
- ⑳仮組み - ⑪組み立 て - ⑫塗装





工芸品制作の第 一 歩として 発想は, 強い問
題意識を持 っ て問題点を発掘し, こ れを動機
と･して ある解決方法の方向づけを行う作業で
ある ｡ そ して形や機能に新しい働きを素材の
特質と加 工技術に よ っ て 具体化す る た め の
｢イ メ ー ジ の構築｣ 段階と い え る ｡ そ れに は
多くの情報の収集と再構成が必要とな る｡ 以









･ 造形実習, 動機付け ･ 問題の 発見, アイ
デ ィ ア ス ケ ッ チ等の実習
･ 参考写真パ ネ ル の観賞
･ 技法解説写真フ ァ イ ル の閲覧
･ 卒業生作品の写真フ ァ イ ル の 閲覧 (ス ラ





イ メ ー ジさ れた形や機能が実際に具現化で
きる の か どうか , 大まか なプ ロ ポ ー シ ョ ン や
構造を検討する目的で行う (図5)｡
･ 模型制作




③ 原寸大ス ケ ッ チ
それまで はス ケ ッ チ ブ ッ ク等に縮小で措か
れて い た図を, 大きな紙に原寸大で描き, よ
り現実に近い 状態 で細部の寸法や構造を検討
する ｡
･ 原寸大作図 (フ リ ー ハ ン ド) と形の 検討
･ 画用紙F目画板制作
④ 原寸大模型
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平面上に 描かれた原寸大の作図を立体に 置
き換え ､ 作図 で は得られなか っ た量感や触覚､
強度などを検討する ｡




細部の 検討を終えた案は ､ い よい よ正確な
製図に 置き換え られる｡ 製図は部材の 接合部
の構造や角度等を正確に加 工する際に必要 と
なる ｡




検討された製品に と っ て最も適 した樹種を､
制作者自身が実際に多くの木材を見る事に よ っ
て選択し､ その 木材に 現れた木目の どこ の 部
分を使うの かを決定する ｡




作品に必要な部材を､ 製図の寸法に従 っ て
必要な数だけ切断 して確保する ｡ 板状の木材
を観察し ､ 切断計画を立 て る (図6)｡
･ 部材表作成
･ 運搬車に よる木材の移動











接合部の 構造や曲線な どの フ ォ ル ム を正確
に加工す る｡
･ 模型を使 っ た接合部 ･ 構造 の深 い理解




｡ 象族 ･ 布張り等特殊技術参照
⑲ 仮り組み
加 工が終わ っ た各部材が､ 計画通りに 密着
す るか どうかを検討する目的で仮りに組み立






接着剤 ､ ク ラ ン プ等 を使 っ て各部材を固定
し組み立 て る ｡




観を保つ(図8)｡ また木材の 表情を鮮やか に
引き立たせ る ｡
道具と して の 作業環境






をみ る ことに する ｡
こ の 工程で制作者は ､ 木材を必要な寸法 に
切削し正確な直方体の部材を確保す るが ､ こ
の 作業 に は木材加工 機械 (自動送り カ ン ナ
密8)) が使われる (図9)｡ この 時､ 加 工機械
(図9) 自動送りカ ン ナ盤を使う制作者 の周辺
の前の 床に は荒い サイ ド ペ ー パ ー が張り付け
られて い て ､ 作業する制作者の足元 を強く グ
リ ッ プ し て滑りを防止 して い る ｡ 制作者は部
材をキ ャ ス タ ー の 付い た ワ ゴ ン の上 に置 き､
次々 に加工機械に 送り込む｡ 制作者は ワ ゴ ン
を最も作業性の よい位置に移動させ て作業す
るこ とが できる ｡ 切削が終了して送り出され
て くる部材はもう - 台の ワ ゴ ン に乗せ て 再び
送り込 む位置に 戻される ｡ また加工機械の上
部に 置かれた板に は二 本の 矢印が描かれて い
る ｡ 一 方は加工機械の 中を通過する方向が点
線で描かれて い て ､ 一 方は送り出さ れた部材
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を再び送り込む位置 に戻す方向が実線で示さ
れ て い る ｡ 制作者が 二人い て作業する場合､
送り込む側とそれを受け取 っ て元の 送り手に
戻す側に別れて作業するが､ 受け取る側の 制
作者は部材を機械の 上部に置かれた板の上 に
置く｡ この 矢印はこ の動作を誘導して い る｡
また部材の厚みを測定す るの に必要なノ ギス
が加工機械の 正面右上に置か れて い て ､ 制作
者は必要に応 じて これを手に し使用する こ と
が で きる ｡ こ の ノ ギ ス は専用の フ ッ クに掛け
られて い る｡ 納めた ノ ギ ス の下 に はそれと同
じ シ ル エ ッ トが緑色の ペ ンキで描かれて いて ､
制作者が手に したと同時に この シ ル エ ッ トが
目に入り返却を警告して い る ｡
こ れか ら解る通り ､ 各工程 で は ､ さまざま
に 異な る道具 ･ 機械を利用す る(9)｡ ま た発想
か ら制作まで の 工程の 中で多くの教材が使わ
れ ､ それが発想 の手段 ､ 技術の 理解に つ なが
り ､ 教師の役割も果たして い る｡ 制作者に よ っ
て思い 思い に使われる作業場は ､ す べ て の活
動の拠点とな っ て い る｡ こ の こ とは制作者と
環境が ､ 作品制作の過程に お い て切り離して
は考え られ な い関係に ある こと を物語 っ て い
る｡ 素材や工具､ 制作に必要な材料の 選択､
購入方法､ 特殊な技術を持 っ た技能者へ の連
絡方法が示され ､ 制作者の要求に答え なけれ
ばな らない ｡ こ の他､ さり気ない 小物､ 注意
書き､ 見やす い機械利用 マ ニ ュ ア ル ､ 使い易
い物置 ､ 安全を確保する数えきれな い ほど多
くの ｢仕掛け｣ が作業環境に配置されてい て ､
こ れらは普段はとん ど気が つ かない ｡ ただし､
気づかれない だ けで ､ 制作者の制作活動を重
要な意味で支え て い る｡
4 作業環境
4. 1 道具の役割 ( 個人の 工房の 中で ､ ある
い は ､ 道具が共有されるとき)
道具や環境は ､ 制作者が物を作る過程の 中
で ､ 作る ことと切り離せ な い は どの重要性を
持 っ て い る ｡ 例えば､ 制作者が対象の部材を
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カ ン ナで切削しようとした時､ その部材が動
い て しまうとい ;' た こ とが起 こ る｡ こ の時制
作者は部材を押さえ る何らかの必要を感じ取
り ､ 用意された様々 な種類の クラ ン プ の存在
に 気づく ｡ そ してそ の中からこれに適した寸
法の ク ラ ンプ を手に 取り､ 部材を固定して初
めて 作業が行え るこ とになる ( 親lo)｡
(図10) 固定された部材
切削作業終了後､ ク ラ ン プ は元の 定位置に戻
し次の 作業 へ と移 っ て行く ｡ こうした道具 は
十分な童と種類を用意 し､ 作業机な どの 形状
も考慮に いれて対応させる必要がある(図11)｡
(図11) 棚に整頓された様々 なク ラ ン プ
仮に こうした道具が不足 して い る時には作業
はた びたび中断 し､ 加工が思うように進まな
い ばか りか ､ 加工精度が落ち､ ある時は思わ
ぬ怪我をするとい うことにもなりかね ない ｡
そ して たとえ制作者が作業に 不便を感 じて い
た として も､ そ の不便さが道具の 不足に よ っ
て引き起 こされて い ると考え な い限り､ 制作
者自身が何等か の独自の方法をそ の場ごとに
編み出す こと で ､ 道具の不足を補わなければ
ならない ｡ つ まり制作者の 豊富な経験 に よ っ
て




る｡ さ て次に ､ 複数の 制作者が同じ作業
場を使う場合の 工芸品制作の作業環境を見 て
み よう｡ こ こ で問題 に なるの は道具と環境を
"
共有" しなければな らない 状況 で ､ さ らに
は制作者が " 初心者" で ある場合で ある ｡
こ の ような状況 は ､ 道具の 共有は自分の物で
ない とい う無責任感か らくる工具の散乱や紛
失破損とい っ た教育現場特有の難 しい問題 を
提起 して い る ｡ しかしこれ は単に ｢よく整理
された環境｣ を作るとい う考え方で は解決 で
きない ｡ 必要な ことは ､ 環境が ｢制作活動 を
積極的に 支援する道具｣ として役割を果たせ
るか どうか に つ い て考慮する こ とである ｡
これま で の 実践から得た例を以下 に示す｡
① 絵と文字､ 色彩に よる表示
必要な 工具 は必要な時に 素早く探し当て ら
れ なく て はな らな い ｡ 文字と同時に工具の形
態 をマ ー ク に置換え て表示する こ とが望ま し
い (図12)0
( 図12) 工具箱に描か れた実寸大 の マ ー ク
② 工具や機械の 多様化
複数の 工芸品制作者の 作業環境で は ､ 必要
な工具や機械は多種多様な加工 に対応 で きる
ように で きる限り多くの 種類と数を準備する
必要が ある ｡ 同じ万力で も幅､ 長さ に対して
対応で きる物､ 接合部分を局部的に 締め る物




さや左右を "選択し､ 動かす ことが で きる"
ように 工具 ･ 機械を準備しなくて はならない ｡
④ 工具の 返却を誘導する工夫
工具は ､ 特に貴重で あ っ たり危険を伴う物
を除い て は指導者が保管する の で なく ､ 出来
る限り作業場の中に作業と対応 して置く｡ こ
の 時工具は引き出しに 収納して しまうの で な
く､ 壁に掛けたりオ ー プ ン な棚に 置い たり し
て発見を容易にする必要がある ｡ また工具の
下に工具の形と同じ シ ル エ ッ トを発色の よ い
塗料で ペ イ ン トするなどして ､ 手に した時に
そ こが空にな っ て ､ 使用後はそ こに戻さなく
て はな らな い ことを警告する ような仕掛けを
施す必要がある ｡
例) 木材の 板材を任意の 厚み に切削す る自動
送りカ ン ナ盤と いう名称 の加工機械に は､ 厚
みを確認するため の ノ ギス が必要で ある｡
以前 はこ の ノ ギ ス は機械室 で なく ､ そ こか ら
離れた実技室の 工具棚に置か れて い た ｡ 学生
は機械を使う度に こ こ から持ち出して使用す
るが ､ 使用後返却せず機械室の あち こち に置
か れて紛失する ことも多か っ た ｡ そ こで こ の
ノ ギ ス が納まる フ ッ クを作り､ 納め たノ ギス
の下 に その 形と同じ シ ル エ ッ トを緑色の ペ ン
キ で描い た｡ それを機械正面の上部に 張り付
けた ｡ 必要な時に即 ､ 手に する こ とが で き､
手に したと同時に シ ル エ ッ トが目に入 っ て返
却を警告す る｡ 使う度に実技室か ら持ち出す
煩わ しさは解消し､ 以後紛失が起きなくな っ
た ( 図13. 14)｡
( 図13) 機械の正面に取り付け られ た専用フ ッ ク
( 図14) ノ ギ ス の下 に描かれ た シ ル エ ッ ト
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⑤ 自らの 環境 へ の改善意識の向上
作業者ら(D環境に対する改善意識を向上 さ
せ るため に , . 有効な道具を配置する必要があ
る｡
例) 作業場に は 一 つ の 大きな ごみ箱が置か れ
て あ っ た ｡ 学生は木材の削り屑､ 紙類､ 生物､
缶､ 瓶とい っ た ごみ を構わずその中に投げ込
ん だ｡ 指導者は再三 に わた っ て分別の意味を
口頭で説明し､
"族" に努力した が 一 向に 改
善されない ｡) そ こ で蓋が ペ ダル式で開閉する
ごみ箱をさらに 2個用意 し､ 一 方に ｢カ ン｣､
一 方に ｢ビ ン｣ と大きく表示 して設置 して み
た (元の ごみ箱に は ｢燃える ごみ｣ と表示)｡
そ の結果 ､ もはや喧 しい小言を言う必要がな
くな っ たばかりか ､ 学生自ら電池用 ごみ箱を
設置 して利用しは じめ ､ 以後問題 は解消され
た (図15)｡
(図15) 表示し設置された ペ ダ ル式 ごみ箱
4. 2 素材
木材の 木田の中に は様々 な印象を抱かせ る
おもしろさがある｡ 木目の模様がある風景を
連想させ たり ､ 不規則な斑点が深みを感じさ
せ る ｡ また木目が細かく平行に 並ん だ柾目や
波紋の ように 広がる板目は ､ ある方向性を感
じさせ る こともある ｡ 制作者は作る物に対し
て ､ これ らの どの部分を切り取 っ て使うか を




との偶然 の出会いか ら始まるとい え る ｡ もう
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一 つ の 例を挙げよう ｡ 金属を扱う彫刻家が加
熱 して赤くな っ た鉄を鍛造機に掛ける時､ 思
い のままに形を変化させ る ことだけを考えて
い るの で はな い ｡ 彫刻家自身が鉄に変形を加
えて い なが ら､ そ の変形 した形に動かされ て
い る自分の心 の反応 を見詰め て い る ｡ ある時
は彫刻家自身が心の 反応を期待し ､ あえ て即
興的で無計画な加工 を素材に対して加え る こ
とが ある｡
こ の ように ､ 素材その もの や ､ 手を加え て
変化す る素材に ｢自分の心 がどん な動きを起
こすか｣ を自覚する こ とが制作活動に と っ て
重要に なる40｡ 素材に働き掛け ､ その 変化に
心動か される自分､ こ うした素材との やりと
りは言い換え れば "素材との 対話 " とい え
る ｡
一 方､ 全制作工程を細かく分解 ･ 単純化し､
一 部の 工程を繰り返 し行う生産工場の制作者
に は ､ ｢試 して み る｣ や ｢素材と の 対話｣ は
一 般 に はな いaB｡ 部品を定位置 に 置 き､ ね じ
を締め る作業の繰り返 しに は ､ 素材に意思を
持 っ て働き掛ける こと も､ 素材の 変化に よ っ
て動か される自分を自覚す る必要もない ｡
これに対し て工芸品制作の 作業は ､ 個人的
な感動 ･ 哲学 ｡ 新しい 価値観 ･ 批判の上の 創
造な どか らくる表現したい イ メ ー ジを､ 素材
との対話に よ っ て試作し､ しだい に具体的な
形に してい くの で ある｡ こ の作業で は ､ そ の
素材独自の 加工方法に よ っ て素材の特性を引
き出し､ そ の表情の変化を逃 がさず捕らえ る
態度が要求される岨 ｡ こ の 態度と は ､ 部材を
滑らか に磨く作業に よ っ て磨き上が っ た素材
の表情 が ､ 抱い て い たイ メ ー ジと調和 して い
るか どうかとい う判断 ､ また その 表情が何を
自分に感じさせ てくれるかを括らえ る こ とで
あ る｡ この ため生産ライ ン の ように 工具や機
械が整理整頓されて しまうと､ いろい ろ｢や っ
て み たい衝動｣ がか え っ て妨げられ て しまう
事さえ ある｡
工芸品制作に 携わ る仕事で は 一 人が制作の
全て に 関わり ､ その 中で は こう した素材と の
対話､ 自己との自問自答､ 様々 な試み が絶え
ず繰り返されて い る｡ い っ しか ､ 作品は制作
者個人の内に蓄積された経験や創造力に よ っ
て 突然産まれ出てくるか の ように錯覚して し
まうが ､ 実は ､ こうした素材の持っ 表情や変
化との対話に よ っ て なされて い るの で ある｡
また ､ 友人との会話が次から次へ と新しい話
題 に展開する ように ､ 素材との 対話はとぎれ
る こ となく新しく思 い もよらぬ制作意欲を生
み出す ｡ こうした制作意欲は ､ 制作者の 内か
ら自然に 沸き上が っ てく るもの で なく ､ 多く
は素材に よ っ て引き出され ､ ま たその 知識に
誘導されなが ら制作して い るとい え るの であ
る ｡ その 意味で制作者に と っ て 素材は ､ 作業




4. 3. 1 実技指導の あり方
ス ウ ェ ー デ ン の カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン美術工芸
学校 で の 実技の 指導者は多くの教材や環境を
作り､ それを
" 教え るた め の 道具 " と して
使い な が ら指導に当た っ て い る㈱ ｡ ま た ｢制
作者 に と っ て 指導者 は " 道具
"
で あ る｣ と
い うこ とを指導者が十分に 自覚し､ 自らを制
作環境の 中に配置して い る ｡ その 様子を紹介
する ｡
指導者が椅子制作に 関して説明する時､ 原
寸大 に作 られた椅子の 教材を分解し ､ 中の構
造を見せな がら行われた ｡ こ の説明に は大き
(図16) 模型を手に 構造を説明する指導者
道具として の 作業環境
な紙が用 い られ､ 各接合部の構造や作業工程
が制作者に 納得がい く形で その 場で書き示さ
れて いく ( 図16)｡ こ の ように して使われた
画用紙はそ のまま椅子制作者に 渡される ｡ 制
作者が作品を図面に描く時に は ､ 参考品とし
て実物大の 椅子やキ ャ ビネ ッ トの模型や ､ 構
造部の断面を見せ る様々 な模型が自由に利用
で きるように置かれて あ っ た ｡
こ の ように指導者は構造上の 解説だけで な
く ､ 作ろうとす る作品の 模型が実際の 部屋 に
運び込まれ､ 実際に それが置かれる環境ま で
考慮に い れた指導が行われるu9｡ 日本 で は作
品を作る こ との み に指導の重点が置かれ ､ そ
の作品が実際に使われる環境ま で は考えられ
て い な い ｡
普段指導者は制作者に 清掃な ど多くの 役割
を制度化して与え ､ 工具等の カタ ロ グを揃え
て発注さ せ るなどの 自主性を与え て い る｡ そ
の かたわら指導者は実技室と機械室との 問に
作られた3畳程の ､ 四方に ガ ラ ス 窓が着い て
い て学生を見渡せ る ブ ー ス に居て ､ 制作者が
質問があればその ドア をノ ッ ク し ､ 狭い部屋
に置かれた椅子に向か い 合 っ て座り指示を受
ける ｡ 制作者は指導者を (日本で はい え ば)
失礼なくらい こき使う｡ 難問に出くわすとフ ァ ー
ス トネ ー ム を言 っ て呼びっ けて い た ｡ こ の よ
うに指導者は制作者が制作する同じ工房に い
つ もい て制作者の要請に 答え て い る｡
一 方､ 本学の木材工芸に おける実技指導を
み て み ると ､ 指導者が 加工方法等 に つ い て
" 実際に や っ てみせ る" 点で は共通 して い る｡
しか しカ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 例に 見られる よう
な指導者の関わり方とは異なる点が多い ｡ カ
ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で は ､ 一 つ に は指導者が指導
者自身の 中に蓄積した知識や技能を ､ 実際に
見 て触れる ことの できる教材に して指導に活
用する点で ある｡ そ して それらの教材は指導
者に と っ て も制作者にと っ て も効果的に利用
しやすい場所に 置かれる ｡ もう 一 つ は ､ 指導
者によ る作品の 講評が ､ それが実際に使われ
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る場に置かれ て使い なが ら行われる点である｡
また ､ 先の カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 技術指導で
優れて い る点は､ 制作者の制作態度や心構え
が重要視される 日本の 技術指導oo に比 べ て ､
具体性に 優れて い る こ とで ある ｡
最後に カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の技術指導で は､
先に示 した教材や環境は単に指導者の負担軽
減策と して で なく ､ 教える こ と へ の積極的な
支援として熟慮 されて きた もの である ことに
大きな意義がある ｡
4.3.2 対話の 環境を用意する
筆者らは 一 つ の実験的試み として ､ 木材工
芸教官室の 環境を整備した ｡
最初に 大きなむくの 松材を使 っ て テ ー ブ ル
を作 っ た ｡ 脚部は別に 制作し ､ 必要が あれば
外して片付けられるように した ｡ 窓に は布の
カ ー テ ンを付け､ その 窓際に は棚を置い て 観
葉植物を配しノた ｡ むき出しの 蛍光灯に は反射
版を取り付け､ 光を和らげた ｡ 壁に はL字金
具に 木材の 板を乗せ る方法 で棚を作り ､ 一 番
下に 斜めの 棚を設 けて 雑誌等の置き場所に し
た ｡ 棚に は卒業生 が実技で制作 した作品の ス
ライ ドとプ リ ン トをア ル バ ム に整理 し､ ライ
テ ィ ン グテ - ･ プ ル を対応して 置き､ 何時で も
閲覧 で きる ように した ｡ また ､ 機械の利用 マ
ニ ュ ア ル ､ 工具や材料の購入 に関 して の資料
を置き ､ 学生の要求に 対応 した｡ 各技法の解
説に つ い て ､ 写真 ､ ビ デオ等を置き何時で も
観賞出来る ように した ｡ さらに世界的に認め
られて い る木製椅子の 秀作を教材として購入
した ｡ この教材は日常的に置き何時で も座 っ
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実際に これ らの環境整備に よ っ て ､ 指導者
と学生の対話が授業の中だけに限られて い た
の が ､ 学生 の 出入りに必然性が生まれ､ 制作
に関する デ ィ ス カ.ッ
シ ョ ン ､ 工具の紹介など
指導者と学生とが接する機会は増え ､ 率直な
意見が資料を挟ん で行える ように な っ た ｡
4. 4 豊富な教材
日本の 工芸品制作の教育現場の多くで は ､
教材の 必要性に つ い て は認識さ れて い るもの
の ､ その作り方や使い方に は十分な工夫が な
されて い な い (日本の実業高校や ､ 美術系大
学に 多く見られる)｡ 多く の場合､ 教材は資
料室や特別な場所に納め られて しまうか､ 指
導者が指導上必要な場面で利用 した後はその
まま指導者が保管して しまい ､ 作業場に は置
か れる ことはない ｡ また模型教材は ､ そ の模
型制作 の過程が段階的に示 された もの で はな
く ､ 作られて しま っ た結果の形だ けが残され
る ｡ さらに ､ これ ら模型 に直接触れる機会も
極め て少ない とい うの が現状で ある｡ 先の カ
ペ ラ ･ ゴ ー デ ン美術工芸学校 で は ､ 発想か ら
制作の全工程 に おい て教材が果たす役割が非
常に大きい ㈱ ｡ 次にそ の実例を紹介した い ｡
a) 作業場に 置かれた教材
作業場に は各学生 に作業台と ス ツ ー ル と工
具棚が与えられてい て ､ 作業が行える ように
な っ て い る ｡ 顔を上げればその部屋の 至る所
に教材が掛けられて い て ､ それを真近 に見 る
ことが で きる｡ 特に作業部屋に 入 る ドア ､ 機
械室 に入る ドア付近の壁 一 面に ､ 接合部 (jo
int) の構造見本や薄肉 レリ ー フ の 工程見本
な どが フ ッ ク に掛けられ ､ 手 に取 っ て見 る こ
とが出来る｡ ま た左右に置かれた工作台の中
央を横断する天井の 大きな梁 に も､ 多くの構
造見本が掛けられて あ っ た( 図18)｡ これらの
見本は ､ 制作者が度々通 る場所にさり気なく
置か れ､ 常に視野に 入る ように 工夫されて い
る ｡ こ の事が困難に直面したときにい っ でも
解答を与え てくれそうな安ノL 感を与え てい た｡
( 図18) 梁に掛けられ た模型
b) 手で触れて ､ 外して 中を見る ことが出来
る教材
接合部分の 模型 は ､ 手に取り外して中の構
造を見 る ことが できる ｡ これに は基本的な寸
法の割り付け方が書き込まれて い る｡ 見え な
い部分や これか ら先の 工程で必要に な る加工
方法はその 時点で は想像が つ きにくい ｡ 紙の
上 で の作図や解説で は漠然と して い た点が ､
手に触れて分解して 肉眼で見 る こと で ､ 理解
はさ らに 深ま る｡
c)実際と同じ精度､寸法で作られて い る模型
置かれて い る接合部分の構造見本は ､ 実際
に制作する時と同 じ寸法で作られ､ 臨場感を
与えて い る ｡ また木材は非均質性な ため に ､
作品に 対して どの部分を使う べ きか が理解で
きる ように ､ 実際の作品と同じ木取りが され
て い る｡ 物に よ っ て は失敗例と成功例を並 べ
て展示し､ そ の違 い が解るように工夫さ れて
い る｡ また明度の異な る 2種類の木材を使い ､
組み手の輪郭を鮮明 に みせ る工夫や ､ 塗装さ
れると変色す る材料に は 一 部分が塗装され ､
比較されて い る (図19)0
(図19) 分解するこ と の で きる原寸大模型
迫貝として の 作業環境
d)作業内容と対応 した教材の設置
図面が置かれて い る製図室に は､ さ らに多
くの椅子や棚などの 原寸大模型や ､ それを分
解した部材の 見本が置かれて い る｡ 模型 を手
に しなが ら図面を読み ､ 形や構造を立体的に
理解す る ことが で きる ｡
e) 実生活の 中で使われる教材(家具､ 陶器､
花､ カ ー テ ン ､ 械趨)
教材は こうした製品見本や原寸大の 構造見
本の ように ､ 加工技術を解説する物ばか りで
はな い ｡ 各制作者が生活する部屋の 中に は､
卒業生 が制作 し､ 残して行 っ た家具や陶器 ､
械壇､ カ ー テ ンな どの優れた手作りの 作品が
ふ んだ んに 使われて い る (図20)｡
( 図20)
手作りの家具類
が使われ て い る
学生の部屋
f) 生活その もの が教材とな る
制作者が何を作るの か と い っ た発想段階で
は ､ 市場調査をしたり図書館で作品集を見た
り して 発想の ヒ ン トに す る｡ こ の ような発想
方法で は ､ 自分の実生活から離れて しま っ て
い るの に ､ こ の 方法 はよくとられる｡ しか し
こ こ で は学校の 敷地内に建て られた民家で学
生 は生活し､ こ の実生活が そのまま発想 の原
点 に な っ て い る｡ 暖炉 に火が入り､ その 側で
読書 や友人との 会話を楽しむ生活が ､ 肘着き
の椅子や横に な っ て く つ ろげる ベ ン チを必要
とする動機に な るか らで ある｡ こ こ で は生活
その もの が発想を導き出す教材とい える ｡
g) 理念 を実践する自然環境
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こ の学校の設立者､ カ ー ル ･ マ ル ム ス テ ン
は ｢基本的な部屋の 雰囲気を作るため に は ､
家具と織物､ 陶器の 調和が必要で ある ｡ 色彩
はス ウ ェ ー デ ン の風景から､ 模様は植物から､
フ ォ ル ム はあらゆ る自然の 形態から学ぶ べ き
で ある｣ とい い ､ 工芸品制作に 関して自然観
察の必要性を強く説い た の で あるun｡ 建物の
間に立ち並ぶ楓の 巨木､ 真に広が る畑や広 い
花壇､ 共存する動物､ 旧い石造りの 建物､ ど
れを取 っ て も美しい風景が学校の敷地の中で ､
そ して島の あち こちに 見られる｡ 工芸品制作
は ､ 自給自足を行 っ て い た農民の生活を手本
と し､ 生活 に必要な物を生活 と自然 の秩序に
学び制作する ､ とい う彼の教育理念に基づ い
て ､ それを可能にす るための 実際の 環境が提
供されて い る ｡ 表面的に見れば､ 美しい 自然
に 囲まれた生活 ､ と簡単に表現 して しま い そ
うな この環境は､ 実 は この ような " ね らい "
を持 っ て 意識的に作 られ た教材なの で ある
(図21. 22)｡
( 図21) 裏庭の風景
( 図22) 全員が揃 っ て食事する食堂
134 小松 研治 ･ 小郷 直言
4. 5 安全 ･ 修理 ･ 手入れ
作るとい う状況の中で は ､ 安全や修理 ､ 手
入れな どは制作活動と切り離して単に機械や
環境の メイ ン テ ナ ン ス (保守点検)として だ
け見 るべ きで はない ｡ これらは工芸品制作活
動の 全体の 中で制作者を精神的 に支え る 一 つ
の要素に な っ て い る側面がある ｡
安全な作業とは ､ 制作者の要求が次か ら次
へ と滞る ことなく満た されて いく状態である｡
こうした状態 は制作者が作業の ｢リズ ム や連
続性｣ とい っ た快適性を得られるとい う面か
ら見れば､ 制作者に充実感 を与えて い る｡ 一
つ の例と して ､ 工芸品制作の作業中､ 制作者
が部材に ､ある大きさの 穴を開ける必要があ っ
て ボ ー ル盤Qaを使 おうとす る ｡ しか し制作者
が必要と したサ イ ズの 刃物が破損して い た場
合､ 制作者の制作意欲はそ の こ とで不必要に
妨げられ て しまう ｡ もしも十分 に研磨さ れた
刃物が各種揃 っ て用意され て いれば､ 制作者
は作業の 能率､ 快適性を得て ､ ｢リ ズ ム や連
続性｣ は中断さ れなくて 済む｡ この ように完
備された道具や環境は ､ ただ単に ある作業を
成し遂げるため に機能するだけで なく､ 作業
の 連続性や緊張感を与え ､ 保持で きる道具で
もある とい え る｡
これま で ､ 安全とい え ば怪我をしない よう
に何等かの対応策を講じる ことで あり ､ こ の
策の多くが制作者の 任意の 作業を " させ な
い
"
仕掛け を作 る こと に終始 して きた ｡ ま
た修理 と い え ば制作者が
"
作業を行う時点
で気づ い て " 行え ばよか っ た し､ 手入れ は
工具や機械にとりわけ興味があ っ たり思い 入
れの 強い誰かが行え ばよい作業だ っ た｡ しか
しこうした管理 は､ " 常に
"
完備され て い る
からこ そ作業に安全や快適性が得られるの で
ある ｡
4. 6 環境に知識を与え る方法
最後に ､ 4. 1- 4. 5ま で の議論を踏まえ､ 環
境に知識を配置する方法に つ い て考慮す べ き
点に つ い て述 べ る｡
1) 制作工程の 中で頻繁に起 こる制作者の欲




しなけれ ばならな い ｡ 制
作者は こ の環境が持 っ て い る知識と 一 体に な
るが ､ 制作者本人は こ の こ と ､ つ まり環境や
道具に組み込まれた仕掛けに動かさ れて い る
事実に は気が っ か ない ｡ こ の ような自然 な対






連続性 " とい っ た快適 さが生まれて く る ｡
使い やす い ワ ー プ ロ で は ､ そ の道具に仕組ま
れた仕掛けに 気づかず､ また その 道具を使 っ





とは ､ 制作者が 目的
の仕事に 集中して い る時は ､ 環境に支援され
て い る と い う こ と な ど忘 れ て しま う は ど
" 自然 に対応した仕掛け " で ある｡
2) 個人の 工房作りの 方法 をその まま持ち込
まず ､ 複数の 制作者が " 共 有す る " 点に 注
意を払わなければな らない ｡ 個人の工房で は､
ずらりと並ぶ引き出しに何が 入 っ て い るか は
その 制作者の 頑の中に記憶されて い て ､ 細か
な中身の 表示は必要が ない だろう ｡ しか し複
数の 制作者が環境を共有しなければな らない
作業状況で は ､ 見 つ け出しやす い ､ 使い方が
解りやすい ､ 操作しやすい ､ 交換しやすい ､
返却 しやすい などを誘導する仕掛けが必要で
ある ｡ そ して この仕掛けが工具の散乱を防ぎ､
作業の連続性を保持するの に役立 っ ｡
3) 表示の形 ･ 色 ･ 場所 ･ 位置な どは､ 人の
動作や要求を自然に支援するように選択する｡
矢印は進 む方向を､ また黄色は危険を促し､
場所や位置 は人体の 寸法や動きに対応さ せる
ことに よ っ て作業動作に無理を与えない こと




に 定 め ､
熟練を積んだ経験者に基準を置か ない ｡ 経験
の ない 初心者 こそ戸惑い が多く､ こうした多
くの誘導や支援を必要とするか らで ある｡
4) 管理者や指導者は ､ 制作者の 工具の 管理




道上-i-と して の 作業環境
に 頼らざるを得なか っ た ｡ これを何度も繰り




方法 だ っ た と い え る ｡ しか し こ れ ら
"
注意や妖 " に頼らざる を得ない 原因が ､ 外
界の表示や環境の 不備に よ っ て引き起 こされ
て はい ない か ､ とい う点に気づく必要がある｡
次に 環境や道真に注意を払うことに よ っ て ､
制作者が それに誘導され ､ 快適な作挙が でき
るように な っ た例を 一 つ 挙げることに しよう｡
例)研 ぎ場の環境改善
木材工芸の制作に は､ 多くの手道具が使わ
れる ｡ この 内､ 切削作業に 使われる絶やノ ミ
などの 手道具は ､ 作品の仕上が り､ 精度に大
きく影響する ｡ こ の た め刃物を鋭利に研磨す
る作業が頻繁に 要求される状況がある ｡
A改善の動機
･ 刃物の研磨は､ 木材加工 に欠かす ことの で
きない 作業だ とい う こと をい くら説明して
実際に や っ てみ せ ､ その 効果を体験させ て
も､ 制作者は積極的に やろうとしな い ｡
･ 研磨は時間がか か るため ､ こ の 作業を敬遠
.する ｡
･ 研磨作業中､ 刃物をコ ン クリ ー ト の 流しに
落と し､ 刃物の 角を欠 い て しまうと い うこ
とが頻発 し､ その 度た指導者は修理 を強い
られ る｡
･ 研磨して い る刃物の刃先が ､ どんな状態に
な っ て い るの かを説明 して も､ 経験 の浅い
制作者に はそ の 変化が見えに くい ｡
B問題点の発見
･ 砥石や タオ ル が流しの 中､ そ して周辺 に散
乱 して い る｡ しかし整理整頓する棚がない ｡
･ 体格に大きな差がある に もかかわらず ､ 作
.業場の 高さは 一 定で調整が で きない ｡
･ 研磨に よ っ て摩耗 し凸凹に な っ て しま っ た
砥石の 平面は ､ 刃先の 直線を狂わせ る ｡ そ
の砥石を直す道具がない ｡
･ 刃先の 変化を確認する手立て がなく､ 作業
は理解されない まま進む ｡





･ 初心者に と っ て研磨作業は ､ 制作に ､ そし
て指導にと っ て欠かす ことの できない 作業で
ありながら､ . 長 い 時間を必撃とし､ また これ
に付随する砥石の修正など多くの単純作業が
あり ､ 彼等z)i敬遠したの も無理 はない ｡ そ こ
で様々 な道具の設置に よ っ て苦手意識を解消
する ことに した ｡
- グライ ン ダ ー ､ 砥石の 狂い を直す道具
を購入し､ 作業を軽減 した ｡ ( 図23)
( 図23) 刃物を研磨する専用 グライ ン ダ ー
- 体格に よ っ て選択で きるように ､ 高さ
の異 な っ た複数の砥石台を用意した ｡
(図2∠l)
( 図24) 体格に よ っ て選択で き る砥石台
136 小松 研治 ･ 小郷 ii.
!7-_言
- 砥石やタ オ ル の収納棚を作り ､ ( 図25)
整理整頓しやすく した ｡ またタ オ ル の 洗濯は




･ 研磨に よ T''て起 こ る刃先の変化は微細 で ､
これを肉眼 で実際に見 る こ とは制作者に と っ
て は難 しい ｡ ル ー ペ を使 っ て実際に見て確認
す る ことで ､ 理解を深めそ の作業の意味を理
解しなが ら作業が できる ように した ｡
- 可動式 ライ トを付け､ それに ル ー ペ を
取り付けて研磨中の刃先の様子 を拡大







い て理解しやすく した ｡
･ 刃物の 破損を未然 に防ぐ仕掛けや ､ 選択で
きる作業台や ､ 砥石をだれもが取り出しやす
く片付けやすい 棚を設置 した ｡
- 流しに 木製の 目透き板を敷い て ､ 刃物
を落として も破損しない ように した ｡
(図27)
( 図27) 流しの 底に敷かれ た目透き板
- 流しの 上に ト レ イ を置き砥石を入れ ら
れる ように した ｡ ( 図28)
(図28) 作業者の 目の前に置か れた砥石用 ト レ イ
こうした筆者らに よ る改善の 結果､ ｢ 研磨
作業は繁雑で面倒 なもの｣ とい う意識が解消
さ れ､ 以前より作業が ス ム ー ズ に行え るよう
に な っ た ｡
制作者は ､ 様々 な障害に よ っ て 敬遠して い
た作業でさえ､ その作業をさせやすく仕掛け
られ た道具や環境の 存在を知れば ､ それが人
為的に配置され た仕掛けである こ とに も気づ
か ない はど自然に ､ その 仕掛けが持 っ て い る
知識や情報､ 能力を ｢利用｣ しなが ら作業す
る こ とが できる ｡ こ の ことは ､ 環境や道具が
その作業に 適した機能で あることを認知させ､




工芸品制作の作業で は､ 今そうしたい と思 っ
た時その ように で きない と思考が中断して し
まう ｡ 使おうとした時に ドリ ル の歯が破損し
て い たりす ると制作意欲が萎え て しまう｡ 環
境が常に完備さ れて い るか らこ そ新しい制作
意欲は満たされ､ 持続する ことが で きる ｡ ま
た整備された環境と共に 多くの教材は ､ 発想
の手段 とな っ て教師の 役割も果た して い る ｡
さらに ､ イ メ ー ジした通りの 形に する方法が
見 つ か らずに苦しん で い た時に ､ 他の作家の
秀作例､ 加 工機械の能力､ 正確な道具､ 実寸
大の 模型 などに 接す る ことで ､ 新しい 表現が
可能に なり ､ 制作者が不可能と思 っ た作業を
可能に して くれる こ とがある ｡ こ の ように環
境の改善は ､ 単に使い やすく整理整頓する こ
と で なく ､ 制作知や技能の獲得に と っ て重要





ことで あり､ . 工芸品制作の活動と切り離して
は考え られない はどの重要性を伴 っ て い る ｡
制作者が作業環境で ｢作品｣ を作る ｡ 指導
者は作業環境に 支援されて ｢授業｣ を作る｡
授業は作品を作るため の ｢環境｣ を作る こ と
に 等しい ｡ 制作を行え る環境がなければ作品
は作れない し､ 制作環境は教える こ と へ の強
力な支援とな るか らで ある｡ 環境が ｢したい｣
こ とを ｢させ る｣ ように誘導し､ 制作意欲は
順調 に満たさ れ､ 安全と快適な作業状態が得
られる ｡ この ことに よ っ て指導者は本来の意
味 で学生との関わりに集中し､ 授業の 質的向
上を図る ことが で きる ｡
また未熟な初心者に はい っ そう多くの支援
とな る対話と環境が必要 に な る｡ 授業を作 る
(図29) 様々 な道具の置かれた環境の 中で制作する作業者
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指導者に は作品の 制作に関して ､ 何がやり難
さ で あり何があれば解決されるの か を未熟な
制作者の 行動の中に 観察す る ことが求め られ
る｡ そ して改善された環境は授業を行う上 で
強力な支援となるの で あるから､ 環境は当然
指導者に よ っ て作られなければならない ｡ し
かし現状は､ 初心者の未熟を初心者本人の 責
任として追及 して環境の 不備に注意を向けな
い で きた ｡ そ して ､ 初心者に こ そ必要な様々
な教材が少なか っ たり ､ 利用 しやす い形で用
意されてい なか っ たり ､ 指示の 方法が十分に
考慮されて い なか っ たりする ｡ さ らに ､ 作業
環境が作業と全く同じように ､ 作業内容に大
きな影響を与え ずに はお か ない とい うことに
つ い て ､ われわれは十分な注意を払 っ て こな
か っ た ｡ むしろ ､ こ うした こ とが重要 である
とい う認識すらなか っ たとい っ て もよ い ｡
第4章で示 した作業環境の実例は ､ 誰か が
どこかで無意識に 作 っ て い るの で なく､ また
必要に 迫 られて 自然発生的に出来上が っ た状
況で もない ｡ 制作や指導に と っ て道具や環境
の 果たす役割を認識した上 で ､ 人為的に配置
された仕掛けの具体例なの で ある ｡ 環境は こ
の ように して初め て工芸品制作 を学ぶ学生 を




に お ける作業環境などの整備, 改善の 実施に
際して , 同専攻の諸先生方に は深い ご理解と
惜しみ ない ご協力を頂きま した ｡ 深く感謝い
た します ｡
ま た広島大学教育学部教科教育学科の 平田
道憲助教授 , 高岡短期大学産業情報学科の 小
林和子助教授に は貴重 な ご助言 と示唆を頂き
ま した ｡ 厚くお礼を申し上げます ｡
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